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1．はじめに

















































2007 373 509 － 82（16％）
2008 464 422 71 47（11％）
2009 454 453 78 82（18％）
2010 446 442 84 97（22％）
2011 418 534 107 88（17％）






NHK は平成 18年度に録画番組への字幕化率 100％を達成し、民放もこれに続いている。
3.1 NHK が実施した 2000年度アンケート
「字幕放送に関するアンケート4）」では、自由記述による「今後への意見・要望」の詳細デー
タを閲覧することができた。関東地区の全日ろう連会員（152件）、全難聴会員（219件）別に




















































失聴年齢 要約無し どちらともいえない 要約あり 無回答 合計
10歳以下 30 34 23 9 96































































































このアンケートは地デジ化完了（2011年 7月 24日）後に実施（2011年 8月 6日から 2011




































































これまでは、聴覚障害者向けの TV 字幕を対象にしてきた。米国では 2010年に「21世紀に
聴覚障がい学生の字幕付きビデオに対するニーズの多様性と特徴
― ８ ―
おける映像と通信に関するアクセシビリティーに関する法律」が成立し、メディア全体を対象
にした字幕サービスの充実・質保障が求められている。早い段階でメディア・アクセシビリテ
ィーの観点から総合的に字幕・手話へのニーズを調査すべきだと考える。さらに、失聴年齢だ
けではなく、どれくらいの期間、手話環境にいたかということも字幕ニーズが多様である原因
と考えられる。さらに調査・研究を進めたい。
注
１）上画面の右下隅に円形または角形の窓（ワイプ）をつくりその中に手話映像をはめ込む手法。
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